
可
制
小
哉
容
什
占
ハ

四
九
四

盟主4害す EfiitZ事詰見 !iz 
候申し 之知 事の 侠干f ん旨 扶れら 遊候 貼ふl 。 、典築も 見え 候え'1" の 核子l]i 

子i線却 御宜外 よ 、 、 広 候則 。不老 何 、不申 。 外

。今 寄 付 主 の何整判i 型Eの
抜てt<: 候しt仰不来tl.¥ 殊の 候召て 右御務も、て 二に一 Iの品 見1もlJ然之窃のもI御分自、 、 の タ御不ラlt1ト4 l 

。1亡 。 て 候t:日 仰紋成tl¥不候旨申 陀 官l 頃 候召。 候え巾 様子 御指も

御物官庁 ては 御持榊 候。 、 。 候1有巾f~ 候罷越目 は白 老不 色年i 。 l亡 不残常

俄共 殺のの 仰候は之 τ な漸4湯と
心議祢て御章御内御E密被毒需今・酒喜付医 蹴、 主よ 鳳宮 ・御霊華少も 中冷 別

左は候知よ 止被遊 目 、のほ 菩多今 紙な て
に 、 は 人もて{ilJ増候 IどB 右
組決 、 御と E の

候候制をじ-IIk ー来下 一百(，1:'候F中も目 御量白生 と 候故申 ポー と ー 丈克逮 候 ーo 、 、 しのし 、 へ 白

弟子 地 の τ 内て地お 全凪

E人主抵主 目 指11
1御早

瓜如I~ 1，候共先号待文 も の Eをt 々 りm の
し 陀 のも好邪 儀

E 竺ti音手自著 iz生 Eh 多量言に t 共 f 、
はる幸喜《御 ift i i 

此のも 山F.H へ間 伊勢山 法問l亡 へf;f、ベとPばデJu ー人II: ば Z盤向は央 -、A御Z 何の、御1断542 支

3 gtii j号fばg量主草EI原 F専 t貨 i葺
巾巾と T内長瞥も 。 元 人 。御rlf. 

大宅;

i
H
n
'
t
d
r
i
i
h
-
-
F
 

寸

?
"
l
p

候
。
移
敷
灘
裁
に
て
貞
臨
刷
餓
府
民
は
、
日
々
聴
衆
少

t
混
成
候
曲
山中

古
郡
候
回
目
、
兎
角
天
下
一
統
と
被
息
沼
候
由
。

一
、
伊川
勝
義
助
事
よ
ほ
ど
の
人
材
と
思
召
候
。
惜
し
き
事
陀
て
抑
永

候
旨
。
共
子
氏
右
衛
門
御
川
弟
に
て
、
今
日
も
御
締
焔
へ
罷
出
候
由
。

一
、
三
倫
努
出
州
事
頃
日
も
仮
名
替
の
も
の
出
来
。
孟
子
の
序
枕
民
総

退
之
の
殺
を
米
子
被
織
布
、
大
な
る
料
簡
注
に
て
候
。

mw愈
元
来
好

色
の
人
民
て
候
。
好
色
の
人
な
ど
の
事
を
被
械
事
、
大
な
る
料
楠
山
越

に
て
候
由
調
申
候
。
多
〈
か
椋
の
類
、
・
一
笑
を
後
し
申
事
の
由
被
仰

候一
、
勝
而
お
御
筆
記
の
も
の
、
賀
丈
も
御
詩
被
成
候
。
何
と
ぞ
不
背

候
は
ば
幸
私
は
引
地
龍
症
候
。
御
下
瞥
の
ま
a
A

別
相
方
被
泣
候
桜
陀
仕

度
出
中
有
候
。
左
候
は
ピ
私
方
K
て
荷
暫
仕
・
元
合
点
参
不
申
俄
は
御

務
巾
上
候
て
判
例
可
申
候
。
左
候
は
ど
主
し
き
か
と
山
中
綜
候
旨
巾
上

候
へ
ば
、
成
制
恒
左
様
に
も
可
被
遊
候
。
米
一
一
一
背
中
い
ま
だ
済
不
申
候
。

共
上
前
も
此
川
又
御
覧
被
遊
候
へ
ば
、
か
棋
に
て
は
無
之
と
思
祝
候

所
有
之
、
い
ま
だ
済
不
巾
候
。
と
〈
と
御
済
し
被
遊
候
は
ど
、
さ
ら

/
¥
と
下
山晶画
御
制
、
荷
恕
私
へ
可
被
仰
付
候
旨
仰
申
に
付
、
其
御
下

叶
官
仰
別
被
遊
候
も
不
入
も
の
に
候
川
、
モ
れ
を
も
私
相
側
可
申
凶
u
巾

可
限

小
銃
密

H
六

-ー

上
位
候
。
い
ま
だ
仰
許
容
の
仰
桜
子
に
川
県
之
候
。
以
上
。

十

一
月
三
日

小

寺

巡

路

て
蝉
疹
流
行
の
俄
室
鳩
山
北
官
需
拡

先
生
御
総
省
の
篇

品
時
慈
御
前
他
の
出
回
珍
震
邸
中
存
候
。
粥
四
郎
阪
井
御
姉
妹
三
人
、
出
桝
疹

御
願
の
所
御
快
Mm
の
旨
、
殊
御
令
愛
税
不
時
四
仰
向
病
の
内
、
御
小
産

の
方
も
候
所
仰
快
復
、
別
て
仰
安
械
の
出
削
岩
軒
候
。
劣
甥
新
八
郎
夫

婦
対
妹
も
同
病
、
新
八
郎
は
徐
程
霊

t
相
聞
え
千
前
無
心
元
符
候
。

乍
去
中
西
仙
安
山
町
抽
出
相
郎
、
前
三
日
に
も
仰
H
q
k

被
逃
候
所
、

段
々

快
候
旨
被
仰
下
、
先
々
致
安
城
候
。共
仰
地
も
家
々
緋
疹
の
病
人
許
多

の
由
。
合
地
も
同
然
、
大
家
小
出
家
共
陀
家
来
大
伴
疹
に

τ、
従
者
加
…

之
候
故
勤
も
不
能
成
、
怖
夫
も
疹
に
て
桃
色
以
制
仰
山
田
仕
候
由
。
珍
敷
俄

私
共
七
十
陀
儀

p
申
迄
終
不
承
事
に
御
臨
候
。
尾
張
中
納
言
殿
・松

平
修
理
搬
鵠
附
概
蜘
1
帥
叩
宗
針
路
{
寸
般
何
も
疹
に
て
帥
品
、
笑
止
千

誌
に
候
。
時
臥
叫
捕
時
闘
相
官
共
元
も
奥
村
伊
預
守
殿
御
死
去
の
旨
、

相叫
んK
悩
し
き
俄
に
有
候
。
賎
・
必
忠
三
郎
帥
酬
も
疹
陀
候
所
、
秘

t
仕
組

只
今
平
復
仕
候
。
老
夫
乎
足
の
姉
衣
第
に
不
虫
、
器
削
刑
故
至
て
致
熊

俄
候
。
最
刊
寸
~
制
疾
に
M

世
り
候
附
、
天
命
次
第
に
仕
り
、
先
に
て
命
を

終
り
巾
党
慌
に
候
。
純
平
緋
川
侠
故
草
h
k

巾
残
候
。
以
上
。
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